
胃内視鏡検査・鎮静剤同意書 
【検査目的】 

胃内視鏡検査は食道・胃・十二指腸の病気（炎症・潰瘍・ポリープ・癌等）を診断して適

切な治療方針を立てることが目的です。 

内視鏡を口から挿入して、食道・胃・十二指腸を観察します。必要な場合には病変部より

組織（１~２㎜の大きさ）を採取して病理組織検査により良性か悪性かなどを診断します。 

検査時間は１０分前後です。 

❋胃内視鏡検査の合併症 

 ・前処置の薬剤によるアレルギー（キシロカインショック） 

 ・スコープによる粘膜障害や裂傷 

 ・生検（組織採取）による出血 

◎生検（組織）を受けられた方は、出血予防の為、当日の食事は刺激物を避け消化の良い

ものをお召し上がり下さい。アルコール類は飲まないようにして下さい。 

【検査における鎮静剤の使用（意識下鎮静法）について】 

 当院では、患者様がより楽に検査が受けられるように、患者様が希望された場合には、

検査直前に鎮静剤を注射します。この薬の作用により検査後、意識がもうろうとしたり眠

気を起こしたりすることがありますので、自動車・バイク・自転車を運転しての御来院は

ご遠慮下さい。検査終了後、ベッドに 30 分~1 時間程休んで頂きます。 

❋鎮静剤による偶発症 

 重篤な偶発症として、呼吸抑制、循環抑制が起ることがあります。発生頻度は極めて低

く、全国的な統計上、0,007％（100,000人に７人）以下と言われています。なお施行中は

酸素飽和濃度、脈拍等をモニタリングし、偶発症を起こさないよう安全に努めています。 

・検査時、鎮静剤（眠くなる注射）の使用を希望しますか？  

                      （  希望する  希望しない  ）  

このたび、内視鏡による検査・治療を依頼するにあたり、その内容・必要性及びそれに伴

う合併症・鎮静剤について十分説明を受けましたので、実施に同意します。 

                    令和   年    月    日                      

                                                                               

              患者氏名（自署）                     

           

           代 筆 者              続柄（    ）   

          

                      令和   年    月    日 

                   田渕内科医院 

                    担当医師   田淵真彦 田淵慶彦            

 


